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2020年５月末から６月初めにかけて、ロシア中央銀行がロシアの外国投資（外国直接投資＝FDI）

の最新データを発表したので、本稿では抜粋してご紹介する。かつてロシアでは、連邦統計局が外

国投資に関するデータを発表していた。しかし、統計局による発表は2013年分のデータまでで打ち

切られ、現在は中央銀行に一本化されている。なお、ロシアによるウクライナ領クリミアの併合は国際

的に承認されていないが、中央銀行のデータにはクリミア共和国およびセヴァストポリ市のデータも含

まれている。そこで、以下では参考までに両地域のデータについても掲載している。しかし、当然のこ

とながら、ロシアによるクリミア併合を是認するものではない。 

 

 

統計局の時代と異なり、ロシア中央銀行が詳細なデータを発表しているのは直接投資だけであり、

証券投資、その他投資は対象になっていない。対内直接投資（外国からロシアへの投資）と対外直

接投資（ロシアから外国への投資）の両方が発表されているが、本稿では差し当たり前者だけを取り

上げる。図表１には各年に関してグロスの受入額（A）、償還額（B）、ネットの受入額（A-B）を示して

いる。2018年にはFDIの純流入がほとんどなかったが、2019年にはネットの受入額が増加した。
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